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Facebook
もチェック！

総務課

情報防災係

http://www.town.shimosuwa.
lg.jp

E-mail=jyoho@town.
shimosuwa.lg.jp

　

御
田
町
に
あ
る
移
住
定
住
の
活
動

拠
点m
ee m

ee center Sum
eba

（
ミ
ー
ミ
ー
セ
ン
タ
ー
ス
メ
バ
以
下

ス
メ
バ
）
が
２
月
で
１
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　

こ
の
１
年
で
ス
メ
バ
に
は
多
く
の

方
が
訪
ね
て
き
て
く
れ
、
ま
た
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

活
動
を
担
っ
て
き
た
の
が
去
年
４
月

に
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
に
就
任

し
た
小
林
由
香
里
さ
ん
と
綿
引
遥
可

さ
ん
。

　

ス
メ
バ
を
拠
点
に
活
動
を
続
け
て

き
た
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
お

２
人
に
、
日
々
の
活
動
内
容
や
下
諏

訪
に
来
て
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

No.661

mee mee center

Sumeba
1周年!!

◇小林由香里さん（こばやしゆかり）
【出身】塩尻市
【下諏訪町でのお気に入り】
　　温泉最高！児湯、湖畔の湯によく行きま
　　す！諏訪湖から見える富士山が一番のお
　　気に入り。

◇綿引遥可さん（わたひきはるか）
【出身】茨城県
【下諏訪町でのお気に入り】
　　八島湿原！暖かい季節に２ヶ月に１回は
　　行っていました。あんなに大自然にふら
　　りと行けるのは魅力的！

小林由香里さん　  綿引遥可さん

ミーミーセンタースメバ

★
地
域
の
方
に
も
ご
利
用
い
た
だ
い
て
ま
す
★
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長
野
に
戻
っ
て
き
た
い
想
い
が
あ
っ

て
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
知
人
か
ら

下
諏
訪
町
で
協
力
隊
の
募
集
が
あ
る

こ
と
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
。

下
諏
訪
町
に
は
以
前
か
ら
よ
く
遊
び

に
き
て
い
て
、
マ
ス
ヤ
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
と
か
。
良
い
ま
ち
だ
し
、
好
き
な

ま
ち
だ
っ
た
の
で
何
か
力
に
な
れ
れ

ば
と
思
い
応
募
し
ま
し
た
。

ス
メ
バ
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
。
そ
れ

ま
で
下
諏
訪
町
の
こ
と
を
知
ら
な
か

っ
た
ん
で
す
が
、
地
元
の
方
が
や
さ

し
く
て
あ
た
た
か
く
て
。
短
い
滞
在

だ
っ
た
け
ど
ま
ち
の
あ
た
た
か
さ
を

感
じ
て
下
諏
訪
町
が
好
き
に
な
っ
た

ん
で
す
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
に
協

力
隊
の
募
集
が
あ
っ
て
、
し
か
も
自

分
で
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
ス
メ
バ

の
運
営
に
も
関
わ
れ
る
。
私
も
こ
の

ま
ち
の
仲
間
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

応
募
し
ま
し
た
。

基
本
的
に
は
ス
メ
バ
で
来
客
対
応

を
し
て
い
ま
す
。
一
日
平
均
に
す

る
と
５
人
く
ら
い
か
な
。（
不
確
定

で
す
が…

）
や
っ
ぱ
り
平
日
は
少

な
く
て
、
土
日
に
お
客
さ
ん
が
多

い
で
す
ね
。

来
て
く
だ
さ
る
方
は
移
住
相
談
の

方
だ
け
で
は
な
く
、
観
光
に
き
た

方
も
立
ち
寄
っ
て
く
れ
ま
す
。
こ

こ
な
ん
だ
ろ
う
っ
て
覗
き
込
ん
で

く
れ
る
の
で
「
ど
う
ぞ
〜
」
っ
て
。

あ
と
嬉
し
い
の
が
、
最
近
ス
メ
バ

を
直
接
目
的
地
と
し
て
訪
ね
て
く

れ
る
人
が
増
え
て
き
た
こ
と
。
移

住
の
相
談
場
所
と
し
て
認
知
さ
れ

て
き
た
の
か
な
と
実
感
し
て
い
ま

す
。

彼女たちは「自分たちの活動をもっといろんな人
に知ってもらいたい。そして今よりももっともっ
と地元の人を巻き込んだ活動をして、一緒にこの
まちを良くしていきたい。」と話します。
笑顔が素敵で何事にも精力的なお２人の活動に協
力するとともに、私たちひとりひとりが積極的に
“まちづくり”に参加していきましょう！
クローズアップ５月号から協力隊の活動を紹介し
ていきますのでぜひご覧ください。

各種移住のイベントに参加。下諏訪の魅力を発
信しています。

「下諏訪町が好きだから。」

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

下
諏
訪
っ
て
も
の
づ
く
り
の
ま
ち

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
日
常
生
活
だ

と
な
か
な
か
も
の
づ
く
り
に
関
わ

る
機
会
が
な
い
ん
で
す
け
ど
、
隊

員
と
し
て
ホ
シ
ス
メ
バ
の
リ
ノ
ベ

な
ど
の
も
の
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
、

一
つ
の
も
の
を
作
り
出
す
こ
と
は

楽
し
さ
も
あ
る
け
ど
と
て
も
大
変

な
こ
と
で
、
で
き
あ
が
っ
て
い
る

も
の
は
す
ご
く
貴
重
な
ん
だ
な
と

感
じ
て
い
ま
す
。
隊
員
に
な
っ
て

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知

れ
る
と
い
う
こ
と
が
す
ご
く
い
い

ん
で
す
よ
ね
。

こ
こ
に
い
る
と
い
ろ
い
ろ
な
人
が

来
て
く
れ
ま
す
。
移
住
相
談
の
場

所
で
は
あ
る
け
ど
地
元
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
あ
と
気

に
な
っ
て
来
て
く
れ
る
人
も
い
て
。

東
京
で
働
い
て
い
た
頃
は
人
間
関

係
が
希
薄
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
こ

こ
だ
と
思
い
や
り
が
あ
っ
て
、
あ

た
た
か
い
会
話
が
日
常
的
に
き
ち

ん
と
で
き
る
ん
で
す
。
そ
こ
が
隊

員
に
な
っ
て
下
諏
訪
に
き
て
よ
か

っ
た
な
と
感
じ
て
い
る
こ
と
で
す
。

「ホシスメバ」のリノベーション

人とのふれあい 心がかよう  この"まち"にある「やさしさ」「あたたかさ」
　　　　どこにでもあたりまえにあることではないんです

人とのふれあい 心がかよう  この"まち"にある「やさしさ」「あたたかさ」
　　　　どこにでもあたりまえにあることではないんです

何事もいつも実験。とりあえず
やってみなきゃはじまらない。

ホシスメバでリノベーションツアーを行
っています。参加者はDIY初心者がほと
んど。でも３日目には電動工具を使いこ
なし作業をバリバリ行うように。
※ホシスメバ：星が丘旧労災リハビリテ

ーション長野作業所

mee mee center Sumeba１周年　
小綿

小綿
「経験は人を変える。 経験は自信につながる。」「経験は人を変える。 経験は自信につながる。」
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平成30年度予算の概要についてお知らせします平成30年度予算の概要についてお知らせします
　

平
成
三
十
年
度
予
算
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第
７
次

総
合
計
画
」
や
「
未
来
を
創
る
総

合
戦
略
」
を
基
本
に
、
地
方
創
生

を
更
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
重

点
目
標
と
し
て
、
「
安
全
に
、
健

康
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
」、「
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
、
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
安
定
的
に

働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
、

予算案の主な施策内容

会 計 別 予 算 額 【会計区分】
　「一般会計」は、町が行う事
業の大部分を占める会計で、支
出には皆様から納めていただく
町税や地方交付税などを主な財
源としています。
　これに対し、「特別会計」は、
特定の事業を行うために設けら
れた会計で、支出を保険料や使
用料などの収入（財源）で賄って
います。
　また、事業によって得る収入
で支出を賄う独立採算型の会計
を「公営企業会計」と呼び、当
町では水道事業会計と下水道事
業会計がこれにあたります。

会　計　名 予 算 額 前年度比

特
別
会
計

企
業
会
計

一    般   　会　   計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
駐 車 場 事 業 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
交通災害共済事業特別会計
温 泉 事 業 特 別 会 計
特別養護老人ホ－ム事業特別会計
東 山 田 財 産 区 会 計

水道事業会計
　収益的支出

　　　　　　　資本的支出

下水道事業会計
　収益的支出

　　　　　　　　資本的支出

80億円
20億9,690万円

 610万円
 3億5,600万円

1,510万円
 3億3,160万円
2億3,970万円

 80万円
2億6,860万円
1億5,110万円
5億9,820万円
7億8,080万円

4.3％
△16.3％

    △12.9％
 6.3％
42.5％
△25.0％
7.3％

△50.0％
2.3％

△25.7％
2.0％
7.5％

ま
ち
づ
く
り
」、「
住
ん
で
い
る
こ

と
に
誇
り
が
持
て
る
住
民
主
体
・

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
４
つ
を

掲
げ
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
構

想
に
基
づ
く
総
合
運
動
場
管
理
施

設
の
整
備
や
道
路
関
係
事
業
を
増

額
措
置
と
す
る
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ

証
明
書
交
付
事
業
な
ど
、
身
近
な

生
活
に
配
慮
し
た
積
極
型
の
予
算

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
年
度
は
、
町
制
施
行

１
２
５
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
町
の

歩
み
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

振
り
返
り
、
新
た
な
町
の
未
来
に

向
け
た
飛
躍
の
年
と
な
る
よ
う
、

具
体
的
な
施
策
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
築
き
上
げ
て
き
た
健
全
財

政
を
堅
持
し
な
が
ら
、
下
諏
訪
力

の
「
発
信
、
展
開
」
に
向
け
て
、

中
長
期
視
点
に
立
っ
た
計
画
行
政

を
更
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

①高齢者・障がい者にやさしい町
なんでも相談室の新設、公衆トイレ等の洋式化、移動販売事業、
安心カード配付事業、町内循環・湖周バスの運行　など

②安心して産み、育てることのできる町
未満児保育環境の整備の充実、母子保健事業の充実、
学校教育環境の整備、こども未来基金活用事業、
保健センター空調設備等改修事業　など

③安心・安全、防災意識日本一の町
防災行政無線設備の更新、災害時用備蓄食糧の配備、
諏訪湖岸街路灯の更新、道路関係事業の拡充、
赤砂崎公園整備事業、消防ポンプ車の更新　など

④活力ある産業振興と若者支援の町
コンビニ証明書交付事業、中小企業融資制度の拡充、
起業創業施設の整備、結婚新生活支援事業、
移住定住促進対策事業　など

⑤健康長寿、スポーツの町
サイクリングロード整備事業、健康スポーツ都市宣言記念事業、
体育施設・用具整備事業、総合運動場管理施設改築事業　など

⑥観光客にも魅力ある町
公衆無線ＬＡＮ環境構築事業、八島高原便所改修事業、
歴史体感エリアの整備
（しもすわ今昔館・宿場街道資料館・星ヶ塔ミュージアム）など



5　広報 2018.4

地方交付税
1,560,000
（19.5%）

町債
921,000
（11.5%）

その他
332,662
（4.2%）

繰越金
180,000
（2.3%）

地方消費税交付金
390,000（4.9%）

県支出金
365,048（4.5%）

国庫支出金
566,508
（7.1%）

諸収入
678,435
（8.5%）

繰入金
356,247
（4.4%）

町　税
2,650,100
（33.1%）歳入

8,000,000
（単位：千円）

人件費
1,318,652
（16.5%）

人件費
1,318,652
（16.5%）

扶助費
956,431
（12.0%）

公債費
854,609
（10.7%）

普通建設事業費
998,267（12.5%）

物件費
1,346,105
（16.8%）

維持補修費
34,980
（0.4%）

補助費等
1,130,105
（14.1%）

積立金
投資及び出資金
貸付金
586,920
（7.3%）

繰出金・予備費
773,931
（9.7%）

義
務
的
経
費

性質別
8,000,000
（単位：千円）

そ
の
他

投資的
経費
投資的
経費

民生費
2,293,612
（28.7%）

総務費
1,270,165
（15.9%）

商工費
848,534
（10.6%）

商工費
848,534
（10.6%）

その他
523,759
（6.5%）

衛生費
562,037
（7.0%）

土木費
713,621
（8.9%）

土木費
713,621
（8.9%）

公債費
854,609
（10.7%）

公債費
854,609
（10.7%）

教育費
933,663
（11.7%）

教育費
933,663
（11.7%）

歳出
8,000,000
（単位：千円）

下諏訪力の発信、展開２０１8

一般会計予算の内訳

●性質別内訳のワンポイント解説
 性質別内訳は、歳出について同じような使われ方をするものを
分類したものです。
人 件 費　特別職や職員の給料、議員の報酬などに使われるお金
扶 助 費　法によって義務付けされている福祉や医療の費用とし

て給付されるお金など
公 債 費　町債（借入金）の返済に充てられるお金
普通建設事業費
　　　　　施設建設、道路や公園などの整備に充てられるお金
物 件 費　消耗品、光熱水費、備品購入、事業の委託費などに充

てられるお金
補助費等　各種の補助金や負担金として使われるお金
貸 付 金　商工業振興の制度融資などに活用されるお金
繰 出 金　一般会計から特別会計に繰り出されるお金

　

今
年
は
、
明
治
26
年
に
下
諏
訪
町
が

誕
生
し
て
か
ら
125
年
と
い
う
節
目
の
年

と
な
り
ま
す
。

　

記
念
す
べ
き
年
の
年
明
け
は
穏
や
か

な
天
候
に
恵
ま
れ
、
５
年
ぶ
り
と
な
る

御
神
渡
り
も
出
現
す
る
な
ど
、
さ
い
先

の
良
い
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
多
く

の
皆
様
と
共
に
当
町
の
歴
史
と
文
化
を

振
り
返
り
つ
つ
祝
い
、
新
た
な
歴
史
の

一
歩
を
踏
み
出
す
、
そ
ん
な
思
い
出
に

残
る
１
年
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

予
定
し
て
い
る
記
念
事
業
は
18
項
目

を
数
え
、
６
月
30
日
の
町
制
施
行
記
念

式
典
で
の
功
労
者
表
彰
、
南
知
多
町
と

の
姉
妹
都
市
提
携
、
併
せ
て
健
康
ス
ポ

ー
ツ
都
市
宣
言
も
行
う
予
定
で
す
。

　

そ
の
他
、
宝
く
じ
文
化
公
演
事
業

「
ふ
る
さ
と
ワ
ク
ワ
ク
劇
場
」
、
「
大

相
撲
諏
訪
湖
場
所
」
、
環
境
問
題
を
考

え
る
「
全
国
川
ご
み
サ
ミ
ッ
ト
」
、
文

化
庁
に
よ
る
「
全
国
歴
史
の
道
会
議
長

野
県
大
会
」
等
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
町
民
の
皆
様
に

ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
の
予
算
総
額
は
80
億

円
ち
ょ
う
ど
と
な
り
ま
し
た
。
大
型
建

設
事
業
が
な
か
っ
た
昨
年
よ
り
4.3
％
、

３
億
３
千
万
円
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

記
念
事
業
関
係
予
算
は
125
周
年
に
合
わ

せ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
１
千

250
万
円
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
財
源
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
一
部
を

納
税
者
の
ご
意
志
に
よ
り
配
分
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

具
体
的
な
新
規
事
業
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
移
動
販
売
車
の
運
用
や
な
ん
で

も
相
談
室
の
開
設
等
の
ソ
フ
ト
事
業
の

充
実
を
図
る
と
共
に
、
ハ
ー
ド
事
業
と

し
て
は
、
総
合
運
動
場
管
理
棟
の
集
約

改
修
事
業
、
新
婚
生
活
支
援
共
同
住
宅

改
修
、
湖
畔
の
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
合

せ
て
55
件
を
数
え
、
拡
充
事
業
も
道
路

改
修
整
備
事
業
の
増
額
な
ど
35
件
と
な

っ
て
お
り
、
住
民
の
皆
様
の
要
望
に
お

応
え
し
た
積
極
型
の
予
算
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
、
健
全
財
政
の
堅

持
に
努
め
、
住
民
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、

住
民
満
足
度
100
％
の
ま
ち
づ
く
り
に
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に

は
、
今
後
と
も
町
政
へ
の
積
極
的
な
ご

参
加
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

「
町
制
施
行
125
周
年
を
祝
い
、

　
　
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
第
一
歩
と
な
る
予
算
」

「
町
制
施
行
125
周
年
を
祝
い
、

　
　
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
第
一
歩
と
な
る
予
算
」

下
諏
訪
町
長
　
青
木
　
悟
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 ○町内循環バス運行事業 （ダイヤ改正による町内循環バス「あざみ号」の運行） 40,500千円
 ○諏訪湖周バス共同運行事業 （岡谷市、諏訪市と共同して湖周バス「スワンバス」を運行） 10,789千円
新規 ○なんでも相談事業 （なんでも相談室を新設し、専用ダイヤルによる相談窓口の一元化） 210千円
新規 ○移動販売事業 （６、９区を対象に民間事業者と連携した移動販売を試行） 1,258千円
新規 ○安心カード配付事業 （避難行動要支援者を中心にマグネット式カードを配付） 486千円
 ○相談支援包括化推進事業 （要支援者への相談対応を社協にて実施） 2,919千円
 ○社会福祉協議会補助事業 （老人福祉センター管理のほか、町と連携した取組への補助） 16,533千円
 ○福祉タクシー等助成事業 （79歳以上高齢者や免許返納者等へ助成、循環バス・入浴券の選択制） 22,800千円
新規 ○障がい者支援施設等通所費助成事業 （障がい者支援施設への通所交通費の補助） 332千円
 ○障がい者自立支援給付事業 （障がいのある方が自立した生活を送れるサービスの提供） 328,973千円
 ○成年後見権利擁護支援事業 （成年後見制度の利用を支援し、障がい者等の権利を擁護） 3,234千円
 ○在宅高齢者支援事業 （在宅介護支援センター運営や家庭介護者慰労金の支給など） 27,990千円
 ○介護保険事業 （諏訪広域連合による介護保険事業の実施） 268,300千円
 ○介護予防・生活支援サービス事業 （訪問介護・通所介護に係る事業の実施） 27,947千円
 ○一般介護予防事業 （介護予防教室等を各所と連携して展開） 21,351千円
 ○包括的支援事業 （自立した日常生活を営むための包括ケア体制の推進） 24,220千円
 ○老人福祉センター指定管理事業 （和室用高坐椅子を配備） 12,860千円
 ○公共施設トイレ洋式化事業  
 　　公園整備事業 （公園トイレの洋式化） 804千円
 　　研修の家キャンプ場整備事業 （研修の家キャンプ場トイレの洋式化） 908千円

 ○姉妹都市交流事業 （南知多町との小学生交流事業及び日帰りバスツアーを年２回実施） 1,586千円
新規 ○姉妹都市提携事業 （南知多町との姉妹都市提携に向けた取組を実施） 782千円
 ○保育所管理運営事業 （保育所の運営に係る経費、未満児保育環境の整備の充実） 226,702千円
 ○医療給付事業 （高校生まで現物給付とし、医療機関窓口での負担を軽減） 137,309千円
新規 ○保健センター空調設備等改修事業 （福祉避難所の機能強化のため、空調設備の整備・照明のLED化） 81,808千円
 ○母子保健事業   
 　　乳幼児健診・初期離乳食教室事業 （健診・栄養指導の対象者を拡充） 201千円
 　　幼児健診事業 （２歳児相談における心理発達相談の充実） 371千円
 ○こども未来基金活用事業   
新規 　　こどもらんど事業 （食事を通じて地域とふれあうこどもらんどの開設・運営の補助） 1,140千円
新規 　　こどもの居場所づくり事業 （こどもの居場所づくりに係る施設開設・運営の補助） 480千円
新規 　　こどもの教育支援事業 （様々なケースに応じた柔軟な教育支援を展開） 100千円
 ○学校教育環境の整備   
 　　小中学校整備事業 （小中学校の放送設備の更新及び教室テレビのデジタル化） 6,858千円
 　　小中学校就学援助事業 （入学・進学の時期に必要な援助ができるよう制度改正に伴う拡充） 14,937千円
 　　小中学校特別支援教育充実事業 （多様化する児童・生徒への個別支援の充実） 10,529千円
 　　小中学校英語教科補助指導事業 （小中連携した英語教育の取組の充実） 32,258千円
 ○中学生海外研修事業 （中学２年生を対象としたニュージーランドでの語学研修を実施） 4,503千円

 ○公会所整備事業 （公会所等の整備への補助） 17,000千円
 ○避難地看板作製設置事業 （避難所・避難場所へ標示看板を設置） 1,296千円
 ○災害時用備品整備事業 （赤砂崎公園右岸整備に伴う災害時用備品の整備） 1,778千円
 ○災害時用備蓄食糧配備事業   
 　　災害時用食糧備蓄事業 （地域防災計画に基づく食糧備蓄目標を達成） 1,070千円
新規 　　災害時用備蓄食糧分散配備事業 （分散備蓄の第２弾として各区自主防災会に食糧を配備） 666千円
新規 ○防災ネットワークしもすわ補助事業 （防災ネットワークしもすわ発足に伴う活動費等の補助） 1,897千円
新規 ○防災行政無線設備更新事業 （防災行政無線のデジタル化を３年間で実施） 122,247千円
 ○資源物等処理事業 （資源物適正処理の推進） 83,174千円
 ○減災設備・リフォーム補助事業 （減災設備工事やリフォーム工事への補助を実施） 13,000千円
新規 ○空き家実態調査事業 （空き家の利活用・適正管理に向けた実態把握のための調査） 6,200千円
 ○道路維持補修事業 （道路維持補修費を10,000千円増、町道の除雪・融雪など） 109,945千円
新規 ○太陽光発電式街路灯設置事業 （諏訪湖岸街路灯を太陽光発電式LED照明灯へ更新） 33,965千円
 ○町道東山田東町線改良事業 （町道東山田東町線の整備に向けた事業用地の取得等） 59,826千円
新規 ○高木橋改良事業 （高木橋の耐震補強等に向けた診断等の実施） 14,000千円

１ 高齢者・障がい者にやさしい町

２ 安心して産み、育てることのできる町

３ 安心・安全、防災意識日本一の町

住民主体・参画協働による
個性豊かな まちづくり

下諏訪力の発信、展開２０１8
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新規 ○橋りょう長寿命化修繕計画策定事業 （橋りょうの長寿命化に向けた個別計画の更新） 5,000千円
新規 ○都市計画マスタープラン策定事業 （将来のまちづくりを見据えた都市計画の見直しを実施） 6,362千円
 ○急傾斜地崩壊対策事業 （県事業による武居地区急傾斜地の整備に係る負担金） 10,000千円
 ○住宅・建築物安全ストック形成事業 （木造住宅の耐震化促進へ向けた取組） 24,949千円 
 ○赤砂崎公園整備事業 （赤砂崎右岸用地の取得及び右岸広場造成） 70,041千円 
 ○街なみ環境整備事業 （町道御田町線及び町道立町線の美装化ほか） 89,864千円 
 ○都市計画道路事業 （国道20号バイパスのアクセス道路整備に向けた計画変更など） 3,370千円
新規 ○子どもの安全推進事業 （各区における子どもの安全を見守る会と学校に夏用ベストを配付） 150千円 
 ○消火栓整備事業 （地下式から地上式消火栓への切替） 5,977千円 
新規 ○消防ポンプ自動車購入事業 （25年経過した消防ポンプ車の更新） 22,000千円 
 ○雨水排水対策事業【下水道事業会計】 （中心市街地の浸水被害解消のため雨水渠の年次的な整備） 400,000千円

 ○協働推進事業 （協働のまちづくりのため下諏訪力創造チャレンジ事業等の実施） 5,874千円
新規 ○コンビニ証明書交付事業 （全国のコンビニ等から各種証明書を取得できるサービスの開始） 29,002千円
 ○ＳＵＷＡブランド創造事業 （広域的なものづくり技術を活かした新事業進出の支援） 2,518千円
 ○商工会議所補助事業 （青年部の北信越ブロック大会開催に向けた補助を拡充） 7,000千円
 ○商工業振興助成事業 （町内商工業の振興を図るための助成等） 7,000千円
新規 ○下諏訪まちづくり推進会議補助事業 （下諏訪まちづくり推進会議での活動に対する補助） 300千円
 ○中小企業融資預託事業 （経営資金・設備投資の融資限度額を拡充） 550,000千円
 ○しもすわイルミネーション整備事業 （民公協働によるサマーイルミネーションの実施） 1,560千円
 ○ものづくり支援センター運営事業 （企業の情報発信と受注拡大への支援） 17,864千円
 ○移住定住促進対策事業   
 　　地域おこし協力隊員委嘱事業（移住） （地域おこし協力隊員による移住交流の展開） 6,785千円
 　　移住交流拠点運営事業 （移住交流拠点の運営） 771千円
新規 ○起業創業支援施設整備事業 （ホシスメバ(旧寮室)の整備、リノベーション体験の実施など） 10,050千円
新規 ○起業創業誘致施設整備事業 （ホシスメバ(旧所長寮)の整備） 4,309千円
 ○結婚新生活支援事業   
新規 　　結婚新生活支援施設整備事業 （結婚新生活支援施設の整備、リノベーション体験の実施） 9,964千円
　　　　　結婚新生活支援事業補助事業 （結婚新生活を迎えるための準備に必要な費用の補助） 2,400千円
新規 　　結婚新生活支援施設改修補助事業 （結婚新生活者用施設の居室改修への助成） 500千円

４ 活力ある産業振興と若者支援の町

 ○生活習慣病検診事業 （健康教室や健康相談、各種がん健診等を実施） 26,427千円
 ○疾病予防事業 （予防接種法に基づく各種予防接種等を実施） 47,273千円
 ○健康づくり推進事業   
 　　健康ポイント事業 （健診や健康講座の参加者へポイント付与による商品券等の還元） 4,000千円
 　　健康スポーツゾーン活用事業 （野外健康器具等を活用したプログラムの実施） 778千円
 ○高浜健康温泉センター管理事業 （ゆたん歩 の゚施設運営） 30,223千円
新規 ○サイクリングロード整備事業 （諏訪湖岸サイクリングロード整備に向けた測量・設計等の実施） 13,451千円
新規 ○中部選手権競漕大会開催事業 （中部選手権競漕大会の開催補助） 1,000千円
新規 ○健康スポーツ都市宣言記念事業 （健康スポーツ都市宣言に伴うイベントを実施） 300千円
 ○体育施設・用具整備事業   
 　　スポーツ用具整備事業 （枠配分による年次的なスポーツ用具の更新） 2,046千円
新規 　　体育館アリーナ改良事業 （枠配分による年次的な改良として体育館アリーナの改修） 2,784千円
新規 　　弓道場射場改修事業 （枠配分による年次的な修繕として弓道場の整備） 1,089千円
新規 ○諏訪湖活用推進事業 （諏訪湖を活用した体験プログラムなどの実施） 7,500千円
 ○健康スポーツ施設整備事業 （新艇庫建設に向けた準備経費、通信設備等の仮設） 2,837千円
新規 ○総合運動場管理施設改築事業 （総合運動場管理棟及び陸上競技場トイレの改築） 236,397千円
 ○東京オリ・パラ事前合宿誘致事業 （事前合宿実現に向けた誘致活動の展開） 3,796千円
 ○ホストタウン推進事業 （中学生を対象としたオリンピック教室の実施） 898千円

５ 健康長寿、スポーツの町

新規 ○公衆無線ＬＡＮ環境構築事業 （諏訪湖畔一帯及び三角八丁エリアの公衆無線LANの整備） 3,003千円
新規 ○八島高原公衆便所改修事業 （八島高原公衆便所改修に向けた基本設計の実施） 4,320千円
 ○八島高原木道改修事業 （老朽化した八島高原木道の計画的な整備） 3,510千円
 ○町内案内看板整備事業 （観光施設整備に伴う町内案内看板の更新整備） 890千円
 ○諏訪地方観光連盟運営事業 （諏訪地域の観光振興に向けた取組を拡充） 4,539千円
 ○観光協会補助事業 （三角八丁や町民祭での新規イベントに向けた補助を拡充） 15,000千円
新規 ○しもすわ今昔館指定管理事業 （儀象堂から名称変更、歴史を体感できるシアター映像の制作） 13,774千円
 ○おんばしら館管理事業 （御柱祭の紹介や旅行会社と連携した誘客を充実） 10,271千円
新規 ○地域おこし協力隊員委嘱事業（観光） （地域おこし協力隊員による観光振興の展開） 6,904千円
 ○観光振興推進事業 （各種観光施設等の一体的な維持管理、体験事業等の実施） 27,000千円
新規 ○宿場街道資料館導線整備事業 （歴史体感エリア空間整備の一環として導線の整備） 5,620千円
新規 ○星ヶ塔ミュージアム指定管理事業 （星ヶ塔ミュージアムをしもすわ今昔館と一体的に運営） 3,922千円

６ 観光客にも魅力ある町
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８月から乳幼児等医療費の給付方式が変わります８月から乳幼児等医療費の給付方式が変わります
　これまでの福祉医療費給付制度は、病院等の窓口で保険診療の一部負担金を支払った後に町から給付してい
ましたが、８月診療分から、窓口で500円（最大）支払うことで医療を受けることができるようになります。

◇新しい給付方式（窓口支払が500円）の対象となる医療費
　・医科 ・歯科 ・調剤 ・訪問看護療養費
　　　〈柔道整復師の施術療養費は、引き続き現在の給付方式です。〉
◇長野県外の病院・薬局などを利用した場合や、受給者証を提示せず医療を受けた場合は、領収書と印鑑を持
参して町に申請をお願いします。（給付方式が変わる前と変更はありません。）
◇18歳未満で、障害者・母子家庭及び父子家庭に該当する児童の医療費の給付方式も変更になります。
※お願い※
　８月以降、有効期間内の受給者証であっても、現在お使いの受給者証をご使用できなくなります。７月中に
新しい受給者証を郵送いたしますので、差し替えてお使いください。（左上に 現物 と記載）

■問い合わせ　下諏訪町 住民環境課 国保年金係　電話27－1111（内線139）

　諏訪湖周クリーンセンター（愛称：eco
ポッポ）では、ごみの分別の徹底をお願い
しているところですが、違反ごみの報告が
あとをたちません。
　違反ごみは焼却炉の正常な運転を阻害し、
故障を招き、炉の寿命を縮めます。
　また、違反ごみによって排ガスの異常値
が確認された場合、焼却炉の運転を停止し
なくてはなりません。（水銀の体温計などの
混入により、安全確認の観点から焼却炉を
停止せざるを得なかったこともあります。）
炉は24時間運転が基本のため、不定期な
運転停止・再開には大きなコストがかかり
ます。
　ecoポッポは皆様が快適な日常生活を送
る上でなくてはならない施設です。
　ごみの分別ルールを守って、施設を末永
く使用できるよう、ご協力をよろしくお願
いします。

（例）医療費10,000円　未就学児（保険診療自己負担２割⇒2,000円）の場合
現在の給付方式

受給者 町

病院・薬局

窓口支払
2,000円 医療を提供

2ヶ月後
1,500円給付

町1,500円支払

新しい給付方式

受給者

病院・薬局

窓口支払
500円 医療を提供

ごみの分別ルールを守りましょう！

■問い合わせ
　　下諏訪町 住民環境課 生活環境係　
　　電話27－1111（内線141・142）
　　湖周行政事務組合　電話78－1090

ご協力よろしくお願いします。

ごみ袋の検査で出た違
反ごみ。
２枚の写真は１袋のご
み袋からでてきたごみ
です。

マスコットキャラクター
「えこぽん」

※水銀体温計や水銀血圧計は、年２回
　の大型危険物収集において、有料で
　回収をしています。
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犬の登録と狂犬病予防注射を行います犬の登録と狂犬病予防注射を行います
　毎年４月から６月は、狂犬病予防注射の実施期間です。「狂犬病予防法」では、飼い犬を居住する市町村へ
所有登録することと、毎年1回狂犬病予防注射を受けさせることを義務付けています。

実　施　日 会　　場　　及　　び　　時　　間

４月20日（金）

４月21日（土）

５月26日（土）

社東町公民館
9：00～ 9：10

文化センター噴水広場
11：10～11：50

文化センター噴水広場
9：00～９：40

四 王 公 会 所
11：30～12：00
四 王 公 会 所
9：50～10：20

東山田公民館
9：20～ 9：35

町屋敷公会所
10：25～10：35

萩倉地区公民館
10：45～10：55

星が丘公会所
9：45～９：55

春 宮 駐 車 場
9：00～９：40

春 宮 駐 車 場
11：05～11：45

協　和　館
9：50～10：00

秋宮参拝者駐車場
10：10～10：30

富部地区公民館
10：40～10：55

富部地区公民館
10：30～10：50

高 木 公 民 館
11：05～11：20

長 坂 公 会 所
10：05～10：15

【手 数 料】１頭につき 3,500円（注射料金2,950円＋注射済票交付手数料550円）
※新規登録の場合、別に登録手数料3,000円（１頭あたり）が必要です。

【注意事項】◇会場へは、犬をしっかりコントロールできる方が連れてくるようにして
ください。
◇犬の診察や診断はできません。健康状態に不安がある場合は、直接動物
病院等へご相談ください。なお、予防注射が受けられないと診断された
場合は、獣医師が発行する「予防注射猶予証明書」または「診断書」を
町住民環境課へ必ず提出してください。

南小6年1組町長にプレゼン
“ミライの下諏訪をデザインしよう”

　南小学校６年１組の36人が町長・教育長を学校に
招き、グループごとまちづくりのアイデアを発表しま
した。児童たちは、総合的な学習の中でまちの人口減
少問題や少子高齢化問題などを学習。その内容を踏ま
え7グループに分かれてまちが賑わうための提案を検
討してきました。
　発表したアイデアは、いずみ湖公園付近へのアスレ
チックの設置、空き家を活用した動物カフェのオープ
ンや道の駅の開設など、多岐にわたりました。

1/30
㈫

町に活動の支援を要請
「防災士会」（仮称）

　町防災士会（仮称）準備会の代表の清水さんが町に
活動の支援を要請しました。
　ヘルメットなどの装備品の支給や防災士資格者のい
ない町内会もあるため、今後より一層資格取得者を増
やす継続的な取組などの支援を要請する内容です。
　防災士会は、町内の防災士の資格を持つ有志で構成
され来年度から本格的な活動がスタートします。
※会の名称は「防災ネットワークしもすわ」に決定し
ました。

12/26
㈫

しもすわフォトストーリー　まちの話題を写真でご紹介します。
■問い合わせ　下諏訪町 住民環境課 生活環境係　電話27－1111（内線142）
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生
涯
学
習

生
涯
学
習
No.527

か
お
り
高
い

      

文
化
の
ま
ち

発行　下諏訪町教育委員会

編 集　生涯学習
　　　　　編集委員会

教
育
長　
　

松
﨑
　
泉

地
域
の
中
で
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
町
に

　

小
学
校
の
頃
、
日
課
が
終
わ
る
と

町
内
の
野
球
チ
ー
ム
の
練
習
が
あ
り
、

六
年
生
を
先
頭
に
毎
日
の
よ
う
に
バ

ッ
ト
と
グ
ロ
ー
ブ
を
持
っ
て
校
庭
に

集
ま
り
ま
し
た
。
薄
暗
く
な
っ
て
の

帰
宅
時
、
近
所
の
お
ば
あ
さ
ん
に
会

う
と
、
必
ず
「
お
つ
か
え
で
ご
ざ
い

ま
す
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
私
は
「
こ
ん
ば
ん
は
」
と

返
す
ば
か
り
で
し
た
が
、
今
に
な
っ

て
考
え
て
見
る
と
、
そ
れ
は
「
お
帰

り
な
さ
い
。
お
疲
れ
様
」
の
挨
拶
だ

っ
た
ん
で
す
ね
。
一
声
か
け
て
い
た

だ
く
だ
け
で
、
い
つ
も
見
守
り
応
援

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
温

か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た…

。

　

先
日
あ
す
な
ろ
公
園
に
遊
び
に
来

た
子
ど
も
た
ち
に
「
こ
ん
に
ち
は
」

と
大
き
な
声
で
言
わ
れ
、
思
わ
ず

「
元
気
の
い
い
挨
拶
で
す
ね
」
と
返

す
と
、
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
、
本
年
度
も
子
ど
も
た
ち
が
懸

命
に
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を
、
機
会

あ
る
ご
と
に
発
信
し
応
援
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
の
作
文
の
中
に
は
、
何
気
な

い
日
常
生
活
の
中
で
、
人
や
物
事
な

ど
と
関
わ
っ
た
と
き
の
感
動
や
思
い

が
子
ど
も
た
ち
の
素
直
な
言
葉
で
表

現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
「
地
域
の

方
々
と
の
繋
が
り
を
深
く
す
れ
ば
」

「
親
切
や
あ
り
が
と
う
の
輪
を
広
げ

れ
ば
」…

な
ど
、
そ
の
時
々
の
状
況

に
合
わ
せ
自
ら
行
動
す
れ
ば
思
い
や

り
の
あ
る
明
る
い
社
会
に
な
る
だ
ろ

う
と
い
う
考
え
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個

性
豊
か
で
素
敵
な
内
容
で
し
た
。

　

ま
た
、
二
月
号
で
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
「
町
健
全
育
成
研
究

集
会
」
で
は
、
直
接
的
な
関
わ
り
だ

け
で
な
く
、
花
を
育
て
る
な
ど
長
期

的
な
活
動
か
ら
得
た
達
成
感
や
、
地

域
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
交

流
を
深
め
て
い
く
こ
と
の
価
値
な
ど

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
集
会
を
通
し
て
、
学
校
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
於
け

る
取
組
の
様
子
を
発
信
し
た
こ
と
で

「
地
域
ぐ
る
み
の
教
育
の
大
事
さ
が

分
か
り
ま
し
た
」
「
各
学
校
が
地
域

の
支
援
を
受
け
、
活
動
に
繋
げ
て
い

る
こ
と
で
、
よ
い
環
境
が
で
き
て
い

る
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
更
に
「
保
護
者

の
皆
様
を
含
め
、
よ
り
多
く
の
方
に

見
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」
と

い
う
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
得
意
な

こ
と
を
生
か
し
て
真
剣
に
取
り
組
ん

で
き
た
努
力
の
成
果
を
発
表
す
る
機

会
は
各
種
大
会
・
発
表
会
等
あ
り
ま

す
が
、
特
色
あ
る
学
校
・
学
級
の
活

動
、
各
区
行
事
等
へ
の
参
画
な
ど
、

町
民
の
皆
様
に
実
際
の
様
子
を
伝
え

る
機
会
の
少
な
い
取
組
も
あ
り
ま
す
。

お
忙
し
い
中
か
と
は
存
じ
ま
す
が
、

学
校
公
開
日
・
参
観
日
等
に
於
け
る

地
域
講
師
に
よ
る
学
習
、
○
○
学
校

を
語
る
会
、
子
ど
も
が
活
躍
す
る
イ

ベ
ン
ト
等
に
、
是
非
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
日
頃
か
ら
の
努
力

の
積
み
重
ね
や
頑
張
り
を
応
援
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
そ
の
中

で
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
素
敵
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
！

　

さ
て
、
町
制
施
行
一
二
五
周
年
の

年
。
ご
入
学
・
ご
進
学
、
ご
就
職
等
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
の
皆
様
の
も
つ
夢
の
実
現
に
向

か
っ
て
、
明
る
く
元
気
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
ょ
う
。
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４月、新たな気持ちで４月、新たな気持ちで

上
久
保
　
　
加
藤　

み
ど
り

新
し
い
春
を
迎
え
て

　

こ
の
春
よ
り
我
が
家
で
は
、
子
ど

も
が
保
育
園
へ
と
入
園
し
ま
す
。
出

産
か
ら
今
ま
で
あ
っ
と
い
う
間
の
よ

う
な
、
長
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
保
育
園
と
い
う
新
し
い
環
境
に

期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ
っ
た
よ
う

な
、
で
も
、
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
な

春
で
す
。

　

初
め
て
の
育
児
は
、
慣
れ
た
こ
ろ

に
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
ま
な
く
て
は

な
ら
ず
、
ず
っ
と
初
め
て
続
き
で
戸

惑
う
こ
と
も
多
い
で
す
。
楽
し
い
こ

と
、
嬉
し
い
こ
と
、
大
変
な
こ
と
、

辛
い
こ
と
も
あ
る
の
が
育
児
な
の
だ

な
あ
と
実
感
し
つ
つ
、
家
族
を
始
め

ま
わ
り
の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
育
児
を
し
て

い
く
中
で
、
家
族
の
協
力
は
本
当
に

あ
り
が
た
い
も
の
で
感
謝
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
町
の
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
に
も
と
て
も
助
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　　

産
後
の
体
調
も
落
ち
着
き
、
そ
ろ

そ
ろ
外
と
の
関
わ
り
が
恋
し
く
な
っ

て
き
た
こ
ろ
に
子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
「
ぽ
け
っ
と
」
で
開
講
さ
れ

て
い
た
「
初
め
て
の
子
育
て
を
し
て

い
る
０
歳
児
の
お
母
さ
ん
を
対
象
に

し
た
『
親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ

ム
』(

Ｂ
Ｐ)

」
に
参
加
し
ま
し
た
。

自
分
と
同
じ
初
め
て
の
育
児
中
の
お

母
さ
ん
方
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
、

一
緒
に
遊
び
、
お
互
い
に
相
談
す
る

こ
と
で
育
児
中
の
も
や
も
や
が
晴
れ

る
こ
と
も
多
く
、
さ
り
げ
な
く
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
く
だ
さ
る
「
ぽ
け
っ

と
」
の
先
生
方
や
知
り
合
え
た
お
母

さ
ん
方
と
の
出
会
い
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
て
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち

な
時
期
も
「
ぽ
け
っ
と
」
で
の
イ
ベ

ン
ト
や
図
書
館
で
毎
週
行
わ
れ
る

「
お
は
な
し
の
へ
や
」
な
ど
、
子
ど

も
と
参
加
で
き
る
行
事
に
参
加
す
る

こ
と
で
よ
い
気
晴
ら
し
に
も
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
各
保
育
園
で
行
わ
れ
る
未

就
園
児
を
対
象
と
し
た
「
だ
っ
こ
の

会
」
で
の
行
事
に
参
加
す
る
中
で
、

子
ど
も
の
通
う
保
育
園
が
ど
ん
な
場

所
か
遊
び
な
が
ら
知
る
こ
と
が
で
き
、

親
子
共
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
す
で
に
保
育
園

に
入
園
し
て
い
る
お
子
さ
ん
の
い
ら

っ
し
ゃ
る
お
母
さ
ん
方
と
も
お
話
が

で
き
、
保
育
園
の
様
子
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
会
話

の
中
で
育
児
の
悩
み
が
解
決
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
り
と
、
こ
こ
で
も
色
々

と
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
自
身

も
保
育
園
と
い
う
場
所
に
少
し
ず
つ

慣
れ
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
の

保
育
園
生
活
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

今
ま
で
ず
っ
と
一
緒
に
過
ご
し
て

き
た
我
が
子
と
少
し
離
れ
る
こ
と
に

な
る
わ
け
で
す
が
、
さ
み
し
い
よ
う

な
少
し
自
分
の
時
間
が
持
て
る
こ
と

が
嬉
し
い
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。
保

育
園
へ
の
入
園
は
、
子
ど
も
に
と
っ

て
た
く
さ
ん
の
お
友
達
や
先
生
と
出

会
え
る
新
し
い
世
界
を
持
つ
こ
と
で

す
。
そ
し
て
私
自
身
も
新
し
い
世
界

の
始
ま
り
と
、
我
が
子
の
さ
ら
な
る

成
長
に
期
待
で
胸
が
ふ
く
ら
ん
で
い

ま
す
。

　※

Ｂ
Ｐ…

初
め
て
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て

て
い
る
母
親
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

詳
し
く
は
、
子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー　

電
話
二
七―

五
二
四
四
ま
で
。
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下
諏
訪
南
小
学
校
　
　
松
浦
　
花
音

中
学
校
に
向
け
て

下
諏
訪
北
小
学
校
　
　
髙
木
　
彩
羽

中
学
校
へ
の
決
意

　

私
が
、
今
年
一
番
頑
張
っ
た
こ
と
は
、
合
奏
団
の
副
団
長
で
す
。
夏
に
あ

っ
た
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
ソ
ロ
を
吹
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、
と
っ
て
も
い
い

経
験
を
し
た
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
大
勢
の
人
を
ま
と
め
る
機
会
は

何
度
も
な
い
の
で
、
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
こ
と
は
、
小
学
校
の
総
復
習
と
中

学
校
の
予
習
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
中
学
校
の
最
初
は
、
小

学
校
の
復
習
だ
と
、
先
生
に
聞
い
た
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
小
学
校
の
総
復

習
を
し
て
お
け
ば
、
中
学
に
入
っ
た
と
き
困
ら
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、
中
学
の
予
習
を
し
て
お
く
こ
と
で
、
中
学
の
授
業
が
始
ま
っ
て
も
、

発
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

だ
か
ら
、
中
学
に
向
け
て
小
学
校
の
総
復
習
と
、
中
学
の
予
習
を
し
て
お

い
て
、
中
学
校
に
入
学
し
た
と
き
に
困
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
発
言
が
で
き
る
よ
う
な
中
学
生
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
で
は
、
部
活
動
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
先

ほ
ど
も
い
い
ま
し
た
が
、
私
は
合
奏
団
の
副
団
長
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
吹

奏
楽
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
部
活
動
を
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
平
成
二
十
九
年
度
卒
業
生
）

　

中
学
校
に
入
学
す
る
と
、
勉
強
が
難
し
く
な
っ
た
り
人
と
の
関
わ
り
が
大

事
に
な
っ
て
き
ま
す
。
私
は
良
い
成
績
を
取
り
た
い
し
、
周
り
の
人
の
気
持

ち
を
明
る
く
で
き
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
頑
張
り
た

い
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
勉
強
で
す
。
中
学
か
ら
勉
強
の
量
が
増
え
た
り
、
難
し
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
期
末
テ
ス
ト
も
あ
り
ま
す
。
成
績
や
テ
ス
ト
の
点
数

が
良
く
な
る
よ
う
に
、
予
習
・
復
習
や
自
主
学
習
を
や
り
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
授
業
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
、
教
科

書
な
ど
で
よ
く
確
か
め
た
い
で
す
。
中
学
校
は
た
っ
た
三
年
間
な
の
で
、
高

校
受
験
が
す
ぐ
で
す
。
受
験
の
時
に
困
ら
な
い
よ
う
に
、
中
学
一
年
か
ら
勉

強
に
真
剣
に
取
り
組
み
た
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
人
と
の
関
わ
り
で
す
。
友
達
を
大
切
に
し
て
、
相
手
が
よ
ろ

こ
ん
だ
り
、
明
る
く
な
っ
た
り
し
て
く
れ
る
よ
う
に
、
相
手
の
気
持
ち
を
考

え
な
が
ら
行
動
し
た
い
で
す
。
そ
の
中
の
一
つ
が
「
あ
い
さ
つ
」
で
す
。
あ

い
さ
つ
は
し
て
も
ら
う
と
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
な
の
で
地
域
の
方
、

友
達
、
先
生
な
ど
に
あ
い
さ
つ
を
忘
れ
ず
に
し
た
い
で
す
。
「
あ
り
が
と

う
」
「
ご
め
ん
ね
」
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
こ
こ
ろ
が
け
た
い
で
す
。

　

私
は
こ
の
二
つ
の
こ
と
を
常
に
頭
に
入
れ
な
が
ら
行
動
し
て
、
良
い
中
学

校
生
活
に
し
た
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
平
成
二
十
九
年
度
卒
業
生
）

４月、新たな気持ちで４月、新たな気持ちで

か
の
ん

い
ろ
は
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下
諏
訪
向
陽
高
校　
　

上
條
　
雄
也

こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
胸
に

下
諏
訪
向
陽
高
校　
　

渡
邉
　
空
美

高
校
生
活
で
得
た
も
の
を
大
学
へ

　

不
安
と
期
待
を
抱
え
て
入
学
し
た
三
年
前
の
こ
と
が
、
つ
い
最
近
あ
っ
た

よ
う
な
感
じ
に
捉
え
て
し
ま
う
ほ
ど
、
向
陽
高
校
で
学
ん
だ
三
年
間
は
と
て

も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
学
ん
だ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

私
は
吹
奏
楽
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
活
動
し
て
い
く
中
で
、
仲
間

と
の
「
協
調
性
」
や
す
べ
て
の
方
々
に
「
感
謝
」
す
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

「
協
調
性
」
で
は
、
一
つ
の
音
楽
を
作
り
あ
げ
る
の
に
何
時
間
、
長
い
も
の

で
あ
れ
ば
何
百
時
間
も
か
か
り
ま
す
。
時
に
は
仲
間
と
意
見
が
対
立
し
、
な

か
な
か
上
手
く
い
か
な
い
と
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
話
を
聞
く
う
ち
に
意
見

の
対
立
か
ら
一
つ
の
方
向
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
感
謝
」
に
つ
い
て
は
、
部
活
動
で
関
わ
っ
た
方
々
、
仲
間
、
先

生
方
、
そ
し
て
何
よ
り
一
番
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
家
族
で
す
。

食
事
か
ら
精
神
面
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
様
々
な
面
に
お
い
て
支
え
て
く
れ
ま
し

た
。
高
校
生
活
の
中
で
関
わ
っ
た
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

私
は
こ
の
春
か
ら
県
外
の
大
学
に
進
学
し
ま
す
。
不
安
や
期
待
は
高
校
入

学
時
よ
り
大
き
い
で
す
が
、
向
陽
高
校
で
学
ん
だ
三
年
間
の
力
を
糧
に
頑
張

り
ま
す
。
私
は
下
諏
訪
町
出
身
で
す
の
で
、
十
八
年
間
住
み
続
け
た
こ
の
町

を
離
れ
る
の
は
寂
し
い
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
こ
の
町
へ
戻

っ
て
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
の
将
来
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、

さ
ら
に
勉
強
し
て
少
し
で
も
こ
の
町
に
貢
献
で
き
る
人
材
へ
と
生
ま
れ
変
わ

っ
て
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
平
成
二
十
九
年
度
卒
業
生
）

　

気
が
つ
け
ば
私
が
高
校
に
入
学
し
て
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
三
年
の
月
日

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
緊
張
を
し
、
不
安
を
抱
え
な
が
ら
の
入
学
式
が

つ
い
先
日
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。
高
校
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
部
活

動
や
勉
強
、
友
人
関
係
な
ど
様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
が
一
番
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
三
年
生
の
時
の
文
化
祭
で
し
た
。

　

私
は
、
一
、
二
年
生
の
時
に
先
輩
方
の
姿
に
憧
れ
を
抱
き
、
三
年
生
に
な

っ
た
ら
必
ず
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
三
年
生
に
な
り
、
後

夜
祭
の
係
長
に
立
候
補
し
、
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
舞
台
上
で
は

華
や
か
だ
っ
た
こ
の
係
の
仕
事
は
、
目
に
見
え
な
い
部
分
で
想
像
以
上
に
大

変
な
も
の
で
し
た
。
初
め
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
副
係
長
の
二
人
と
も
、
準
備

を
進
め
て
い
く
上
で
打
ち
解
け
、
分
担
し
て
仕
事
を
自
ら
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
副
係
長
や
後
夜
祭
係
、
先
生
方
の
支
え
も
あ
り
、
無
事
に

後
夜
祭
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
高
校
生
活
一
番
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
、
本
当
に
有
意
義
な
高
校
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
春
か
ら
教
育
系
の
大
学
へ
と
進
学
し
ま
す
。
独
り
暮
ら
し
が
始

ま
り
、
今
ま
で
や
っ
て
き
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
自
分
一
人
で
や
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
く
な
り
ま
す
。
両
親
に
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
や
大
学

に
進
学
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
新
し
い
仲
間
と
同
じ
夢
に
向
か
っ

て
協
力
し
、
日
々
を
大
切
に
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
生
徒
に
親

身
に
向
き
合
い
、
胸
を
張
っ
て
生
徒
の
手
本
と
な
れ
る
教
師
に
な
り
た
い
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
平
成
二
十
九
年
度
卒
業
生
）

４月、新たな気持ちで４月、新たな気持ちで

く　

み
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田
中
町
　
　
河
西
　
孝
雄

小
湯
の
上
　
　
松
倉
　
秀
男

火
伏
観
音
と
鎮
火
祭

真
清
神
社

　
　
火
伏
観
音

　

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
正
月
八
日
、
今

の
明
新
館
の
下
付
近
か
ら
火
が
出
て
、
折
か

ら
の
風
に
あ
お
ら
れ
て
龍
の
口
に
飛
び
火
し
、

更
に
風
が
変
わ
っ
て
大
門
筋
を
総
な
め
に
し
、

五
十
七
戸
が
焼
失
す
る
火
事
が
あ
っ
た
。

　

龍
の
口
脇
に
あ
る
石
碑
類
に
焼
け
跡
が
あ

る
の
は
、
難
を
避
け
て
持
ち
出
し
た
た
く
さ

ん
の
荷
物
に
火
が
付
い
た
た
め
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

文
化
七
年
の
下
之
原
村
（
今
の
第
一
区
）
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
村
の
総
戸

数
八
十
八
戸
と
あ
る
か
ら
、
半
数
以
上
が
焼
失
す
る
大
火
で
あ
り
、
村
に
と

っ
て
壊
滅
的
な
被
害
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

村
人
は
こ
の
後
、
村
の
行
屋
（
集
会
所
）
に
あ
っ
た
観
音
像
（
石
仏
）
の

膝
に
「
火
伏
」
の
二
字
を
刻
し
、
「
火
伏
観
音
」
と
称
し
て
大
火
の
戒
め
と

し
、
再
発
防
止
と
村
の
再
建
祈
願
を
毎
年
続
け
て
き
た
。
こ
の
観
音
様
は
、

今
も
明
新
館
の
仏
壇
に
飾
ら
れ
、
春
宮
の
鎮
火
祭
（
後
述
）
の
後
に
拝
礼
さ

れ
て
い
る
。

　
　
鎮
火
祭

　

そ
の
後
大
正
七
年
、
第
一
区
で
は
こ
の
防
災
祈
願
を
区
の
行
事
と
し
て
正

式
に
取
り
上
げ
、
「
鎮
火
祭
」
と
し
て
毎
年
二
月
八
日
（
旧
暦
正
月
八
日
）

（
現
在
は
近
く
の
日
曜
日
）
に
諏
訪
大
社
春
宮
で
神
事
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

当
日
は
区
の
理
事
者
、
消
防
等
防
災
関
係
者
、
区
民
等
が
集
ま
り
、
諏
訪
大

社
の
神
官
に
よ
っ
て
厳
粛
に
行
わ
れ
て
い
る
。
火
災
か
ら
二
百
余
年
経
っ
た

現
在
で
も
、
災
害
を
忘
れ
ず
戒
め
と
し
て
い
る
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
。

ぶらり下諏訪、お宝発見ぶらり下諏訪、お宝発見
NewNew

歴史の町下諏訪。各区に眠っているお宝を、
地元の方に解説していただきました。

　

来
迎
寺
か
ら
花
見
新
道
を
歩
い
て
行
く
と
、

東
明
館
の
裏
に
古
ぼ
け
た
木
造
の
舞
台
の
よ

う
な
高
楼
？
と
、
朱
色
の
立
派
な
鳥
居
が
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
に
見
え
る
。
子
ど
も
の
頃
か
ら

見
て
き
た
景
色
だ
が
、
何
の
神
社
か
高
楼
か

は
知
ら
ず
じ
ま
い
で
き
た
が
、
最
近
、
歴
史

に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
ら
、
こ

の
「
何
ぞ
や
」
を
解
明
し
た
く
な
っ
て
き
た
。

　

近
隣
に
住
む
人
の
話
や
「
わ
が
町
下
諏
訪
・
歴
史
編
」
を
併
せ
る
と
概
ね

次
の
よ
う
な
謂
れ
が
解
っ
た
。

　

明
治
時
代
に
な
る
と
主
な
町
に
は
遊
郭
な
る
花
街
が
作
ら
れ
、
下
諏
訪
町

の
塚
田
町
に
も
下
諏
訪
遊
郭
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
中
の
一
軒
に
「
真
寿
美
楼
」

が
あ
り
、
こ
の
店
は
人
気
が
あ
っ
て
繁
盛
し
て
い
た
そ
う
だ
。
こ
の
店
の
愛

好
者
た
ち
は
、
地
元
御
田
町
、
湯
田
町
の
事
業
主
や
有
力
な
人
た
ち
に
呼
び

か
け
、
親
睦
会
的
な
組
織
「
真
清
講
」
を
作
っ
た
。
そ
し
て
純
粋
に
日
本
の

漢
と
し
て
論
談
気
炎
を
上
げ
、
拠
り
所
と
し
て
、
東
明
館
の
裏
に
同
じ
名
前

で
は
あ
る
が
、
心
の
清
廉
潔
白
さ
か
ら
「
真
清
神
社
」
を
建
立
し
た
と
い
う
。

楼
の
ご
主
人
の
好
意
か
ら
金
精
様
を
勧
請
し
、
話
題
の
中
心
と
し
て
懇
親
は

続
き
、
こ
の
舞
台
に
見
え
る
高
楼
は
、
「
真
清
講
の
宴
会
場
で
あ
っ
た
」
と

の
こ
と
だ
っ
た
。

　

こ
の
鳥
居
の
朱
色
は
、
お
稲
荷
さ
ん
の
鳥
居
の
色
で
、
芸
妓
さ
ん
た
ち
な

ど
、
表
社
会
へ
出
ら
れ
な
い
女
性
の
心
の
奥
に
燃
え
る
炎
の
色
と
も
言
わ
れ

る
。
昔
の
日
本
の
ど
こ
に
で
も
あ
っ
た
遊
郭
、
そ
し
て
こ
の
高
楼
も
ま
た
そ

の
歴
史
の
遺
産
物
件
の
一
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

石
仏
に
刻
さ
れ
た
火
伏
の
文
字

明新館仏壇内に安置の観音像

花見新道より見上げる高楼と鳥居

ひ
ぶ
せ

し
も
の
は
ら

ぎ
ょ
う
や

い
ま
し

い
わ

ま　

す　

み

お
と
こ

こ
ん
せ
い

か
ん
じ
ょ
う

げ
い
ぎ

ま　

す
み
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四
月
の
こ
え

　

春
の
声
を
聞
く
と
と
も
に
、
「
水
ぬ
る
む
」
と
い

う
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。
ン
十
年
前
の
中
学
校
一

年
の
国
語
の
教
科
書
の
冒
頭
に
、
緑
淡
い
み
ず
べ
の

情
景
と
共
に
記
さ
れ
て
い
た
言
葉
で
す
・
・
・
。

　

新
し
い
学
校
、
新
し
い
教
室
、
新
し
い
学
級
そ
し

て
新
し
い
先
生
。
新
し
い
こ
と
ず
く
め
の
中
で
、
山
々

に
目
を
や
れ
ば
早
春
の
息
吹
の
中
で
点
々
と
新
緑
の

芽
吹
き
が
見
ら
れ
、
小
川
の
縁
に
立
つ
と
、
雪
解
け

の
水
が
少
し
ず
つ
冷
た
さ
を
減
じ
て
く
る
か
の
よ
う

な
気
配
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

以
来
毎
年
巡
り
来
る
四
月
の
情
景
に
は
、
進
学
、

就
職
、
新
し
い
職
場
、
同
僚
・
・
・
。
そ
の
年
の
年

度
の
初
め
を
彩
る
様
々
な
こ
と
が
ら
が
一
気
に
押
し

寄
せ
、
大
小
の
喧
噪
の
中
で
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

一
身
に
感
じ
、
前
に
進
も
う
と
し
て
い
た
。

　

そ
れ
が
い
つ
の
頃
か
ら
か
、
春
の
初
め
に
何
も
か

も
一
変
す
る
新
し
さ
を
全
身
で
受
け
と
め
て
い
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
徐
々
に
小
さ
く
な
り
、
四
月
の
初
め
に

毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
年
中
行
事
の
一
つ
に
な
っ
て
か

ら
久
し
い
。

　

青
春
の
入
り
口
に
立
っ
て
感
じ
た
よ
う
な
、
自
分

を
取
り
囲
む
幾
重
も
の
新
し
さ
に
は
遠
く
及
ば
な
い

け
れ
ど
、
新
し
い
人
と
出
会
い
、
新
し
い
こ
と
を
求

め
る
気
持
ち
を
掻
き
立
て
、
水
ぬ
る
む
季
節
の
日
々

を
迎
え
た
い
。　
　
　
　
　
　
　

（
山
田　

孝
實
）

　

教育委員会からのお知らせ教育委員会からのお知らせ

「もみの木学級」の皆さんの切り絵作品です

文化センター展示スペースから文化センター展示スペースから

へ
り

け
ん
そ
う

か

正しいフォームを身につけて卓球をもっと楽しく！

前期体力づくり教室
卓球をはじめるきっかけづくりに！

卓球教室卓球教室
期　日

時　間

場　所

定　員

参加費

申込事項

５/19、５/26、６/２、６/９（土）
午前９：30～11：30
下諏訪体育館 卓球室
20名（小学生以上）
200円（全４回分保険料含む）
①氏名
②年齢
③住所
④電話番号
⑤ラケットの有無
⑥卓球経験の有無
を下記連絡先までお知らせください。

申込・問い合わせ先
下諏訪町教育こども課スポーツ振興係
TEL 0266－27－1455
FAX 0266－27－0511
または、下諏訪体育館窓口まで

参加申込は

5月14日（月
）まで
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ノルディックウォーキング５月コース参加者募集中

　平成29年度、特典を交換された方も４月
から平成30度版で新たにスタートです。多
くのみなさんの参加をお待ちしています。
◇対 象 者　町内に住所を有する20歳以上の方
◇対象事業
「人間ドック」や「特定健診」、「各がん検診」、
「保健センター・体育館で実施する健康づくり等の
教室への参加」、「公民館講座への参加」、「ご自身
の健康づくり実践」でポイントが付与されます。
◇特典交換
100ポイント貯めていただくと、1,000円分の下諏訪
商連商品券かクオカードと交換することができます。
管理シートをお持ちのうえ、保健センターまでお越
しください。管理シートは、①保健センター、②町
庁舎１階国保年金係、③体育館、④公民館の４カ所
で配布をしています。
■問い合わせ　下諏訪町保健センター　
　　　　　　　電話27－8384（直通）

＊届出は14日以内にお願いします＊
　国保に加入している方が就職されて会社からの保険
証を交付された場合、国保を抜ける届出が必要です。
以下をお持ちいただき、届出をお願いします。
・会社から交付された新しい保険証（全員分）
・国保の保険証（全員分）
・マイナンバーのわかるもの（全員分）
・本人確認のできるもの（免許証など）
・印鑑
　郵送での手続きをご希望の場合はお問い合わせくだ
さい。
■問い合わせ　下諏訪町 住民環境課 国保年金係
　　　　　　　電話27－1111（内線140）

◇日時　５月７日・14日・21日・28日　月曜日 全４回
　　　　午後１時30分開始　午後３時30分解散
◇会場　赤砂崎公園　諏訪湖畔を歩きます。
◇講座内容
第１回「ポールの取り扱い方・はじめのポール術」
第２回「基本の歩き・ポールストレッチ」
第３回「ポールエクササイズ・歩きのバリエーション」
第４回「the ノルディックウォーキング」
ノルディックウォーキングとは？？
膝や腰の負担は軽減し、上肢運動量が多くエネルギ
ー消費量はアップ！初めての方でも安心して取り組
める新しいウォーキングスタイルです。
■申込み・問い合わせ
　下諏訪町保健センター　電話27－8384（直通）

健康・カラダくらぶ参加者募集
　健康的な食べ方について学び、心身のコリをリセッ
トできる「健康・カラダくらぶ」を開催します。好評
につきクラスを増やして参加者を募集します。定期的
な身体のメンテナンス日としてご活用ください。
◇日　程
【月初め火曜日クラス（全12回）】※８月だけ（月）
４/10（火）、５/８（火）、６/５（火）、７/10（火）、
８/６（月）、９/11（火）、10/２（火）、11/６（火）、
12/11（火）、１/８（火）、２/５（火）、３/５（火）
【月なかクラス（全12回）】
４/23（月）、５/21（月）、６/21（木）、７/19（木）、
８/20（月）、９/19（水）、10/19（金）、11/21（水）、
12/20（木）、１/21（月）、２/20（水）、３/18（月）
◇時　間　午後１時30分～午後３時
◇場　所　下諏訪町保健センター
◇内　容　・栄養と食事の学習タイム（30分）
　　　　　・カラダを使ってリフレッシュ（１時間）
◇対象者　町内在住の70歳までの成人
◇参加費　無料
◇申込み　３月26日（月）から受付を開始します。
◇定　員　各20人（定員になり次第締切ります。）
◇持ち物　筆記用具、眼鏡等、タオル、
　　　　　水分補給できるもの、動きやすい服装
※同時に両クラスの申込みはできません。
■申込み・問い合わせ
　下諏訪町保健センター　電話27－8384（直通）

教育こども課 体育係の名称変更
　平成30年４月１日から体育係は、スポーツ振興係に
名称が変更となります。
　事務室は、今までどおり下諏訪体育館内です。係の
名称変更に伴い、メールアドレスが変更となります。
　【変更前】taiiku@town.shimosuwa.lg.jp
　【変更後】sports@town.shimosuwa.lg.jp
■問い合わせ　
　下諏訪町 教育こども課 体育係
　電話27－1455　　　　 スポーツ振興係（４月以降）

ぶらりしもすわ 三角八丁！ 其の二十八
　28回目となる今回も「グルメ」、「各種体験」、「ス
タンプラリー」など、多彩なイベントを行います。温
泉宿場の町並みや、古くからある名所をお散歩しなが
ら、ぜひお楽しみください！
◇開 催 日　平成30年４月21日（土）
◇開催時間　午前10時頃～午後３時半頃
　　　　　　（各イベントで異なります。）
◇開催場所　諏訪大社下社秋宮～春宮周辺の
　　　　　　「三角八丁エリア」を中心とした各所
■問い合わせ　下諏訪観光協会　電話26－2102

　陸上・海上・航空自衛隊の幹部自衛官となるコース
です。詳しくは、下記までお問い合わせください。

平成30年度一般幹部候補生募集

平成３０年度しもすわ健康づくり応援ポイント事業が始まります
昨年度は１,２００人超が交換!!

国民健康保険の手続きをお忘れなく
就職される方（国民健康保険加入者の方）へ

○ 余分に買わない、作らない　○ いつもの習慣　○ さあ、おいしく、食べきろう！
下諏訪町食べ残しゼロ　よいさ運動を推進しましょう！

よ い さ

■問い合わせ
　自衛隊長野地方協力本部 茅野（諏訪）地域事務所
　電話82－6785

受付期間 平成30年３月１日（木)～５月１日（火）
大卒程度試験
・22歳以上26歳未満
・20歳以上22歳未満の者は大卒（見込含）
院卒者試験
・修士課程修了等（見込含）
・20歳以上28歳未満
平成30年５月12日（土）・13日（日）
※14日は飛行要員のみ

受験資格

試 験 日
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下諏訪町空き家情報バンク物件情報下諏訪町空き家情報バンク物件情報
〈平成30年２月28日現在〉

諏訪湖博物館・赤彦記念館　　☎27-1627 下諏訪町立図書館 　　☎27-5555
◆休 館 日　４月２日（月）・６日（金）・９日（月）・16日（月）
　　　　　　　　　23日（月）
◆開館時間　午前９時30分～午後７時（火～金）
　　　　　　午前９時30分～午後６時（土日祝）

◆休 館 日　４月２日（月）・９日（月）・16日（月）・23日（月）
◆料　　金　一般　350円　小・中学生　170円
　※諏訪郡内に在学または在住の「小学生・中学生」及び下諏訪町内
　　に在住・在学する「高校生」は、入館無料となります。その他、
　　障がい者等の入館料免除や各種割引があります。
◆開館時間　午前９時～午後５時（ただし入館は午後４時30分まで） ◎こども読書週間(4月22日～5月12日)企画◎

◎諏訪湖の風景を楽しむ博物館

しもすわ今昔館 おいでや
時計工房 儀象堂 ☎27－0001 星ヶ塔ミュージアム 矢の根や ☎27－1800

＊開館時間：午前９時～午後５時（リニューアルオープン以降）

広
告

広告の内容については広告主にお問い合わせください。

４月14日リニューアルオープン
～14日は無料開放します～

併せて埋蔵文化財センターの愛称も決定！

　諏訪湖博物館は、下諏訪町出身の世界的建築家伊東
豊雄氏によって、諏訪湖の風景を最高に楽しめるよう
に設計された博物館です。ロビー吹き抜けの２階には
自然光が降り注ぎ、訪れる季節や時間によって表情が
変化する諏訪湖を見ることができます。展示を見て地
域の自然や文化を学んでいただくことはもちろんです
が、目の前の諏訪湖の風景をぼんやり見て過ごすのも
おすすめです。
　陽気が良くな
る季節です。お
気軽に博物館に
お出かけくださ
い。

　諏訪湖時の科学館儀象堂は、施設名を『時計工房 儀
象堂』として、リニューアルオープンします。
　時計作り体験工房、時計を学べるミュージアムに加え
て、下諏訪町の歴史を深く知り、年代問わず楽しんでい
ただける施設へと生まれ変わります。
　皆さまお誘い合わせのうえ、ぜひお越しください。

　昨年、応募受付をしておりました埋蔵文化財セン
ターの愛称が『星ヶ搭ミュージアム 矢の根や』に決
定しました。たくさんのご応募をいただき、ありが
とうございました。

４月の湖岸清掃：４月22日（日）午前7時 博物館駐車場 集合・開始　清掃範囲：博物館から諏訪市境・
　　　　　　　　みずべ公園  中止の場合は、午前7時に広報無線と町メール配信でお知らせします。

■問い合わせ　下諏訪町 産業振興課 移住定住促進室
　　　　　　　電話 27－1111（内線274）
　　　　　　　E-mail：iju@town.shimosuwa.lg.jp

※なお、町内に空き家をお持ちの方の物件登録もお待ちしてお
　ります。お気軽にご相談ください！
※詳細は町ホームページをご覧ください。

 № 所在地    賃貸等　　　　　　条件等
  71 東山田 賃貸 木造２階建 月3万8千円
  83 菅野町 賃貸 木造２階建 月6万円
  84 東高木 売却 木造平屋建・２階建　3,465万円
  88 立　町 賃貸 木造２階建 月5万6千5百円
  95 新町上 賃貸/売却 木造２階建 応相談
 104 下屋敷 売却 木造平屋建 応相談
110 西鷹野町 売却 木造平屋建 550万円
117 矢木町 売却 木造平屋建 1,490万円
118 南四王 賃貸 木造２階建 月6万円
126 社東町 売却 木造２階建 2,292万円
127 東町上 賃貸 木造平屋建 月3万円
129 高　浜 売却 木造２階建 1,050万円

・こども古本市　
　４月22日（日）9：30～17：00
　　子どもの近くにいつも本を！ 
　　図書館で廃棄した児童書・絵本をプレゼントします。
　　一人３冊までです。ご家族でご来館ください。
・「どの本読もうか？
　　　　読んであげたいこの本」2018年版
　　読みきかせに適した本のリストを
　　期間中に配布します。

毎月第２日曜日は町内
一斉家庭読書の日です。
ゆっくり本を読む時間
をつくりましょう。

大人600円（20名以上で500円）
小人300円（20名以上で250円）※小中学生

入館料のご案内入館料のご案内
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４月の行事予定４月の行事予定
子育てふれあいセンターぽけっと
 ３日（火）ファーストブック
 ４日（水）ＢＰ①
 ９日（月）うたのぽけっと
11日（水）ＢＰ②
13日（金）ママ講座1・2・3
16日（月）おはなしいっぱい
18日（水）ＢＰ③
23日（月）0歳児ママ講座
25日（水）ＢＰ④

■問い合わせ　下諏訪町子育てふれあいセンター  ぽけっと
　　　　　　　電話・FAX：27－5244
　　　　　　　※詳しくは町のホームページをご覧ください。

「ゆたん歩°」
高浜健康温泉センター

三角八丁にあわせて開館します。
ぽけったーさん手作りのおやつをご用意しています
ので、ぜひお立ち寄りください。
併せてフリーマーケットの出店者を募集しています。
ご興味のある方はお問い合わせください。

４月　各種相談 相談は無料です。＊は事前に予約が必要です。

広
告

広告の内容については広告主にお問い合わせください。

※面談日については事前に確認をお願いします。

税理士事務局 ☎28-6666 
（下諏訪商工会議所会館２階）

下諏訪商工会議所 ☎27-8533

ものづくり支援センター ☎26-2266

教育委員会 ☎27-3204

住民環境課 生活環境係
☎27-1111（内線143）
までお問い合わせください。

※面接での相談については事前に予約をお願いします。

※面接での相談については事前に予約をお願いします。

☎57-2902諏訪地域振興局

諏訪保健福祉事務所

午後1時～午後5時
午後1時～午後4時
午後1時～午後3時

午前9時～午後5時

午前9時～正午

午前10時～正午

午前8時30分～午後5時15分

午前8時30分～午後5時15分

午前8時30分～午後5時15分

午前10時～午後3時

午前10時～午後3時

午前8時30分～午後5時15分
☎27-7396
☎26-3377
☎28-2827

下諏訪町社会福祉協議会
下諏訪町地域包括支援センター
老人福祉センター　相談室

☎57-2900

日 曜日 時　　　間相　　談　　名 場　　　　　所
法 律 相 談
登 記 相 談
行 政 相 談
住 民 相 談 ・ 一 般 相 談
消 費 生 活 相 談
交 通 安 全 相 談

児 童 家 庭・教 育 相 談

女 性 総 合 相 談

建 築 な ん で も 相 談
（リフォーム・耐震改修など）
工 業 相 談

税 務 相 談

福 祉 総 合 相 談

 26日 木
木12日

 17日 火

木12日

水11日

随　　時

土・日・祝日を除く毎日

土・日・祝日を除く毎日

土・日・祝日を除く毎日

土・日・祝日を除く毎日

毎月第3土曜日

＊
＊

＊

・福祉相談
・介護相談、権利擁護相談、成年後見相談
・結婚相談 毎週金・土曜日

21日（土）　三角八丁開館　9：00～15：00

■問い合わせ　ゆたん歩゜電話26－2626　
※教室の参加方法等、詳しくは町のホームページまたはお電話ください。

♨ゆたん歩 の゚日　健康相談♨（４月23日）
９：30～12：00
♨ゆたん歩 の゚日　健康ミニ講座♨（４月23日）
10：00～11：00

♨入館者は当日ご自由に参加していただけます。

◇４月のゆたん歩 の゚日は23日㈪です◇
保健師による体組成測定と個別相談

健康運動指導士による簡単エクササイズ

第１期（４月５月講座）全コース事前に申込みが必要です。
①アクアツール・エクササイズ
　　日にち：４月４日、11日、18日、25日
　　　　　　５月２日、９日、16日　水曜日　全７回
　　時　間：14：00～15：00
②ゆたん歩ﾟ健康学級（午前）  ③らくらく・水中歩行教室（午後）
　　日にち：４月５日、12日、19日、26日
　　　　　　５月10日、17日、24日　木曜日　全７回
　　時　間：②10：00～11：30 ③14：00～15：00

●休日・夜間緊急医案内サービス　☎0570－088199（ナビダイヤル）
●諏訪地区小児夜間急病センター（15歳以下・午後7時～9時）　☎54－4699         

　　　　　　　ゆたん歩 新゚講座
●男性限定！今からはじめる水中筋力アップ講座
●お母さんと子どもの講座　おやこアクア部
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※休日・夜間緊急医療案内　
　下諏訪消防署　☎28－0119

当番歯科医（診療時間9：00～正午） 当番薬局

1日
8日
15日
22日
29日
30日

日
日
日
日
日
月

当番医（診療時間9：00～17：00）日 曜日

さとう眼科医院

イマムラ脳神経外科クリニック（岡谷市）

春山眼科医院（岡谷市）

サツマ外科医院（岡谷市）

林内科・循環器科クリニック（岡谷市）

諏訪共立病院

27－0085
27－0019
21－2525
22－5180
26－8100
28－2012

南信堂歯科医院（岡谷市）

スマイル歯科医院（岡谷市）

藤岡歯科医院（岡谷市）

藤森医院歯科（岡谷市）

三輪歯科医院

下島歯科医院（岡谷市）

22－3341
24－0315
22－2138
22－1829
27－3084
28－0333

イズミ薬局

アイビー薬局（岡谷市）

アイン岡谷薬局（岡谷市）

アイン岡谷薬局（岡谷市）

御子柴薬局（岡谷市）

ひまわり薬局

28－6566
26－1670
23－2808
23－2808
27－7056
26－7226

休日当番医等は、変更になることがありますのでご承知ください。

※事前に電話で確認の上受診してください。
※歯科診療は「保険証・老人手帳」を必ずお持ちください。４月の休日当番医

４月　健康診査 等

４ 月　休日水道工事店４ 月　休日水道工事店 ４月の休日納税相談４月の休日納税相談
日 曜 指 定 工 事 業 者 住　　所 電　話

1

7

8

14

15

21

22

28

29

30

日

土

日

土

日

土

日

土

日

月

※都合により工事店が変更される場合があります。　
■問い合わせ　下諏訪町 建設水道課 上水道管理係 電話27－1111（内線228）

２８－８１３９

２７－０５７５

２８－６４６２

２６－８８６６

２８－６３８３

２７－６６２２

２７－７２８９

２８－８２９５

２８－０９１９

２３－５３３０

水 道 建 設 ㈱

杉 村 設 備 ㈱

㈱ 諏 訪 冷 熱

ス ワ ン シ ス テ ム ㈲

㈲ 林 組 工 業 所

㈱ オ ス ガ 設 備

㈲藤森水道（藤のや）

㈱ 総 　 　 建

松 澤 工 業 ㈱

㈱ 上 條 電 設 工 業

町 屋 敷 ３ 組

塚 田 町

西 赤 砂

東 弥 生 町

本 郷

岡谷市長地権現町

岡谷市長地御所

五 官

曙 町

社 東 町 第 ２

○開 設 日 時　７日（土）・８日（日）
　　　　　　　午前10時～午後４時まで
○開 設 場 所　町庁舎2階 税務課窓口
○内 　 　 容　税金等の納付及び納税相談
■問い合わせ　下諏訪町 税務課 収納係
　　　　　　　☎27-1111（内線236･237）

４月の税金等納期限・口座振替日４月の税金等納期限・口座振替日
〈５月１日（火）〉
・固定資産税 １期分
・国民健康保険税 １期４月分
・後期高齢者医療保険料 １期４月分
・上下水道料（1月～2月検針分） ４月分
・温泉使用料（3月使用料） ４月分
・介護保険料 １期４月分
・保育料 ４月分
・水月霊園管理料 随時

広
告

広告の内容については広告主にお問い合わせください。

すこやか相談（育児・栄養相談）
産前・産後サポート事業

午後1時30分～午後3時30分心のほっと相談 ※要予約

17日
4日
25日
19日

火
水
水
木

9日 月 
9・23日 月

午後2時～午後2時30分
午後2時～午後2時30分
午後2時～午後2時30分

２　か　月（平成30年 2月生）
４　か　月（平成29年 12月生）
10　か　月（平成29年 6月生）
１歳６か月（平成28年 9月生）
２　　　歳（平成28年 1月生）
３　　　歳（平成27年 3月生）

乳
幼
児
健
診

午前9時～
午後0時45分～
午後0時45分～
午後0時45分～
午前9時～
午後0時45分～

27日
27日
24日
18日
　10日
9日

金
金
火
水
火
月

種　　　　　　　　　　別 日 曜日 時　　　間 場　　　所

午前9時～正午
午前9時～午前11時

●休日・夜間緊急医案内サービス　☎0570－088199（ナビダイヤル）
●諏訪地区小児夜間急病センター（15歳以下・午後7時～9時）　☎54－4699         

予防接種 四 種 混 合
日 本 脳 炎

Ｂ　Ｃ　Ｇ
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下
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☎
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FA
X0266-27-0890
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だ
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広
告

広告の内容については広告主にお問い合わせください。


